
第43号
発行　安曇野市議会
平成28年8月3日

安曇野市

ニジマスのつかみどり（明科あやめまつり）
６月定例会
２つの陳情をめぐり激論  	 ２
政務活動費収支報告
～１人月額 7,500円その使い道は～			 ５
常任委員会審査報告			 ６
市政のここが聞きたい!!	６月定例会一般質問			 ８

市民の願いに寄り添った
市議会をめざして！  	 18
－議会報告会を開催しました－ 

※人口と世帯は裏面をご覧ください。

市民の意見を聴く会
を開催します

８/21（日）午後1時30分から午後3時30分午後7時から午後9時
場所：安曇野市役所 4階　大会議室

＜テーマ＞
1　豊科南部総合公園総合体育館建設
2　議員定数・議員報酬・政務活動費

皆さんのご参加をお待ちしています
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２つの陳情をめぐり　激論 平成28年6月定例会が6月3日から27日までの25日間開催され、報告15
件、議案15件、陳情5件が審議されました。主な議案等を紹介します。

平成 28 年  6 月定例会

平成 27年
陳情第８号

陳情第 4号介護労働者の処遇改善及び
人員配置基準の改善を求める陳情

介護労働者の処遇改善及び
人員配置基準の改善を求める意見書

不採択

可決

不採択
〇陳情趣旨

超高齢化社会を迎える中で、介護労働者の人材確保・離職防止対策は、喫
きっきん

緊の課題となっている。　国は、介
護職員の賃金改善を促進するために平成 27 年介護報酬改定を行ってはいるが、「低賃金・過重労働」の実態は依
然として改善されていないため、改善を求める。

賛成の意見
・規模の違う介護施設を視察したが、組織の大きな介
護施設は組織の持つ人材によって経営努力がされ、
やりくりはできている。しかし、小規模な非営利活
動法人等は、人材も集まらず半ばボランティアとし
て頑張っている状況であり、一刻も早く改善される
べきである。

・介護労働者の賃金が全産業労働者の賃金より平均で
９万円も低い状況は、仕事内容から改善が必要。介
護労働者の処遇改善等をすることで、仕事への意欲
も向上し、介護の質も高まり、利用者へのサービス
向上になる。

賛成の意見
・「平和安全法制は憲法違反」と多くの憲法学者が述
べている。憲法第９条は国際紛争を解決する手段と
しては武力を行使しないと規定している。

・歴代の政府が集団的自衛権の行使は憲法違反として
きた解釈を、国会での審議も国民的議論も不十分な
まま、一内閣の判断でくつがえして成立させた法制
は問題がある。

・市議会は平和安全法制に対し、慎重審議を求める意
見書を提出したが、昨年 9月 19日の参議院での審
議は慎重審議とは思えず、慎重審議が実現されな
かったことを受け、この意見書を国に出すべき。

・平和安全法制はいろいろな縛
しば

りが全てなくなり、現
地での武器使用、戦争行為が認められてしまう。

反対の意見
・陳情は改善を国費で費用を賄うとしているが、消費
税 10％への引き上げが再延期されるなど国の財源
が不透明な中で国費を充てることはできないと考え
る。

・介護サービスの経費は増加する。財源不足による介
護保険料の値上げも考えられるが、世代間の負担の
公平性の観点から子どもや孫の世代にそのツケを回
すことはできない。全額国費で賄うことを考えるな
ら、将来のため出生率を上げることや子育て支援に
回すべきと考える。

反対の意見
・我が国が一国で自国の防衛を守り、平和を維持する
ことはできないので必要な法制である。

・日本を取り巻く安全保障環境は変化しており、我が
国の抑止力を強化し戦争を未然に防ぐ法制である。

・専守防衛・非核三原則・軍事大国にならないという、
戦後日本の安全保障の基本理念は変わっていない。
憲法第９条のもとで自衛の措置がどこまで許される
のかを明確にしたのが、自衛の措置の新３要件で
ある。新３要件は法文上にもすべて明記され、これ
に合致しなければ自衛の措置は発動できないため、
恣
し い

意的な運用は不可能であるため法制は問題ない。

福祉教育委員会審査は、「採択すべきもの」であったが、
本会議で審議の結果、賛成少数で「不採択」と決定。

議員提出
第２号

平成 27 年陳情第 8 号「介護労働者の処遇改善及び人員配置基準の改善を求める陳情」の趣旨に沿い、陳情項目 1・
2・3 のうち 3 を「上記の項目の実現を図るため、国費の負担率を上げること」として、賛成多数で可決。

議案第 71号　―	消防自動車を購入	―
　年次計画に基づき、軽自動車型を含めた消防団
車両 3 台を購入し、豊科の市
街地や明科の山間部の狭い道
路等に対応します。
契約金額
2,224 万 8,000 円

議案第 72号　　―	保育園用地を購入	―
　三郷北部保育園建設事業に伴う必要な用地を購
入し、事業の推進を図ります。
面積　6,985.42㎡

取得金額
6,985 万 4,200 円

専決処分の報告
・平成 27 年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越計算書
・平成 27 年度安曇野市一般会計事故繰越し繰越計算書
・平成 27 年度安曇野市水道事業会計予算繰越計算書
・損害賠償に関すること（道路 2 件・市営住宅１件）
・債権放棄について（水道料金）
・条例の一部改正（市税条例・国民健康保険税条例）
・平成 27 年度一般会計補正予算
・平成 27 年度特別会計補正予算（5 特別会計）

・耳塚政子さんの人権擁
ようご

護委員の
推薦について適任としました。

（任期：平成 28年 10月１日から３年）

平和安全法制の廃止の意見書採択を
求める陳情

〇陳情趣旨および項目
日本国憲法の立場、立憲主義の立場から平和安全法制を元に戻し、廃止するよう政府に求める意見書の提出を

求める。

〇陳情項目
１　介護職員をはじめとする、介護現場で働くすべての労働者の処遇改善を図ること。
２　介護保険施設の人員配置基準を利用者２人に対して介護職員１人以上に引き上げる
　　こと。夜間の人員配置を改善すること。
３　上記の項目の実現を図るため、国費で費用を賄

まかな

うこと。

福祉教育委員会審査報告
陳情に賛成の意見、反対の意見を踏まえて採決。賛成多数で「採択すべきもの」と決定。

福祉教育委員会審査報告を本会議で審議

6ページへ

➡

⇒

➡

契約

人事案件

全議案の審議の結果と議案ごとの賛否

※自衛の措置の新 3 要件とは
集団的自衛権を使う際の前提条件。（１）存立危機事態（２）
我が国の存立を全うし、国民を守るために他に適当な手段
がない（３）必要最小限度の実力行使にとどまる

※平和安全法制とは
平和安全法制整備法と国際平和支援法の総称。日本および国
際社会の平和と安全のための切れ目のない体制の整備を目的
として、自衛隊法など 10 本の法律の一括改正と、国際平和
支援法を制定したもので、平成 28 年 3 月に施行された。

4ページへ
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賛否が分かれた議案等

平成 28 年  6 月定例会

報告
番号 件　　　　　　　名 結果

5 号 平成27年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越計算書について

受理

6号 平成27年度安曇野市一般会計事故繰越し繰越計算書について
7号 平成27年度安曇野市水道事業会計予算繰越計算書について
8号 地方自治法第 180条

の規定による専決処
分の報告について

道路事故に関すること
9号 道路事故に関すること
10号 市営住宅における事故に関すること
11号 債権放棄の報告について（水道料金に係る債権）	

12 号

専決処分の承認を求
めることについて

安曇野市税条例等の一部を改正する
条例

承認

13号 安曇野市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例

14号 平成 27年度安曇野市一般会計補正予
算（専決第１号）

15号 平成 27年度安曇野市国民健康保険特
別会計補正予算（専決第１号）

16号 平成 27年度安曇野市後期高齢者医療
特別会計補正予算（専決第１号）

17号 平成 27年度安曇野市介護保険特別会
計補正予算（専決第１号）

18号 平成 27年度安曇野市観光宿泊施設特
別会計補正予算（専決第１号）

19号 平成 27年度安曇野市産業団地造成事
業特別会計補正予算（専決第１号）

報告事項
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

62 号 安曇野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例

可決64号 安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例
68号 平成 28年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第１号）
72号 土地の取得について（三郷北部保育園建設事業）

健康・福祉

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

61 号 安曇野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正
する条例

可決65号 安曇野市三郷堆肥センター等条例の一部を改正する条例
66号 安曇野市観光宿泊施設条例の一部を改正する等の条例

産業・経済・観光

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

69 号 市道の廃止について
可決

70号 市道の認定について

建設・水道

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

63 号 安曇野市児童クラブ利用者負担金条例の一部を改正する条例 可決

教育

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

60 号 安曇野市印鑑条例の一部を改正する条例
可決67号 平成 28年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）

71号 安曇野市消防団車両購入に係る売買契約について

総務・財政

6ページへ

2ページへ

陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

平成27年
8 号 介護労働者の処遇改善及び人員配置基準の改善を求める陳情 不採択

1号 「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書提出を求める陳情

継続審査2号 子ども・障がい者等の医療費窓口無料化を求める県への意見
書の提出を求める陳情

3号 ＪＲ大糸線有明駅駐輪場の屋根設置について
4号 平和安全法制の廃止の意見書採択を求める陳情 不採択

陳情

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

2 号 介護労働者の処遇改善及び人員配置基準の改善を求める意見書 可決

議員提出議案

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

73 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

人事

3ページ・
6ページへ

7ページへ

政務活動費の運用マニュアルを見直しました

政務活動費収支報告
　　　～１人月額 7,500円 その使い道は～

・・・・・安曇野市議会政務活動費運用マニュアルの主な改正点・・・・・
●原則として、パックツアーの経費には充当できない
●キャンセル料には充当できない
●原則として、食事代（朝食・昼食・夕食代、懇親等の飲酒飲食を含む）は自己負担とする
　※宿泊代に含まれる食事代や素泊まり時の朝食代、研修会等の講師への昼食代、茶菓子代などは、条件に

　より充当できる
●政務活動に要した費用の全額に政務活動費を充当することが不適当な場合や、政務活動とそれ以外の活動

に係る経費とを明確に区分し難い場合にあっては、各々の活動の実績や時間、掲載量その他合理的な方法
により按

あんぶん

分して充当できる（交通費や宿泊費、広報費等について、按分事例を明示）
●年度末および任期満了間近並びに会派解散時の政務活動は自粛する
●政務活動費交付申請時に、その年度の政務活動計画を策定し添付する
　＊そのほか、これまでの収支報告実績などを踏まえ、項目別に取り扱いを補足しました。

　平成 26 年 12 月に政務活動費の使い方について住民監査請求があり、監査委員から二面性を有する活動に
ついて、違法な支出の返還を勧告された際に、マニュアルに定めがないと指摘されました。また、平成 27 年
6 月定例会において、政務活動費の適切な運用と収支報告の透明化を求める陳情書を採択したことを受けて、
安曇野市議会では従来の政務活動費運用マニュアルの見直しを行い、支出ルールの厳格化や使途の透明性の
確保を図りました。 ○：賛成　　×：反対　　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議案等
番号

　　　　　　議員名

議案名　　　　　　
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昭
次

議案第 60号 安曇野市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 62号 安曇野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 67号 平成 28年度安曇野市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

平成 27年
陳情第 8号

介護労働者の処遇改善及び人員配置基準の改善を
求める陳情 ○ × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × 議

陳情第 4号 平和安全法制の廃止の意見書採択を求める陳情 × × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × 議

議員提出
第 2号

介護労働者の処遇改善及び人員配置基準の改善を
求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 議

平成 27年度政務活動費の実績

区分 信誠会
※ 1

政和会
日本共産
党安曇野
市議団

公明党
小林純子
議員

（4～ 11月）

荻原勝昭
議員

（4～ 10月）

増田望三郎
議員

（4～ 10月）

林孝彦
議員

（4～ 10月）

民心・無
所属の会
（11月～ 3月）
※ 2

濵昭次
議員

（11月～ 3月） 合計

人数 ８人 ６人 ３人 ３人 １人 １人 １人 １人 ４人 １人

収入 交付額 772,500 540,000 270,000 270,000 60,000 52,500 52,500 52,500 142,500 37,500 2,250,000

歳出

調査研究費 494,820 282,631 65,530 92,690 19,700 33,460 988,831

研修費 255,000 250,330 47,110 153,780 20,000 12,578 37,500 776,298

資料作成費 7,364 7,364

資料購入費 22,680 7,039 6,132 20,710 52,500 25,436 65,583 200,080

広報費 102,492 12,800 52,500 28,179 195,971

広聴費 2,700 2,700

その他 6,490 6,490

小計 772,500 540,000 215,132 252,602 60,000 52,500 52,500 52,500 142,500 37,500 2,177,734

返金額 0 0 54,868 17,398 0 0 0 0 0 0 72,266

※１　11月から 1人減（9人→ 8人）
※２　12月から 1人増（3人→ 4人）（単位：円）

　議員の調査研究に資するために必要な経費の一部として、会派または議員に対し一人当た
り月額 7,500 円（年額 9 万円）を上限に政務活動費の交付を受けています。政務活動費は、先
進地への視察や研修への参加、広報広聴のための経費等に使用されます。
　平成 27 年度の政務活動費の収支報告書は安曇野市議会のホームページで公表していますの
で、ご覧ください。また、議会事務局でも閲覧できます。

2ページへ

2ページへ

2ページへ

6ページへ

6ページへ

7ページへ

3ページへ
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総務
環境

常任委員会報告

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で採択
すべきものと決定

賛成多数で可決すべきものと決定

全員賛成で可決
すべきものと決定

印鑑条例の一部改正により、個人番号カードを利用してコンビニエンスストアで
住民票や戸籍謄本・抄本などとともに印鑑登録証明書の交付を受けることができ
るようになった。希望により、現在の印鑑登録証と個人番号カードを一体化する
ことも可能になった。

国の「総合的な TPP関連政策大綱」に基づき国際競争力のある
産地イノベーション（技術革新）の推進のため創設された「産
地パワーアップ事業」第１次募集のために、1億 1,000 万円の
予算を補正する。

JR大糸線有明駅の駐輪場に屋根の設置を求める陳情を審査
した。

国の基準改正に伴い、市の条例にも小規模保育事業所Ａ型と保育所型事業所内保
育事業に配置する職員の特例を加えた。

介護労働者の処遇改善および人員配置基準の改善を求める陳情を審査した。

し尿等のくみ取り料が条例の一部改正により、10月 1日から現行の 10リット
ル当たり 79円が 102円となる。ただし、下水道法の規定する処理地域につい
ては 116円となる。

議案第 60号

議案第 67 号

陳情第 3号

議案第 62 号

平成 27 年　陳情第８号

議案第 61号

お近くのコンビニで印鑑登録証明書の交付が受けられます

産地パワーアップ事業、予算化される

JR駅駐輪場の屋根設置は

保育所等の不足解消のために

介護労働者の処遇改善を求めて

し尿・し尿浄
じょうかそうおでい

化槽汚泥・合併浄化槽汚泥のくみ取り料が変わります

総務環境委員会では付託された 4 件の
議案と 2 件の陳情を 6 月 20 日に審査
しました。その中から主な議案等につ
いて紹介します。
議案名や本会議での議決結果等

経済建設委員会では付託された 5 件の議
案と 1 件の陳情を 6 月 22 日に審査しまし
た。その中から主な議案等について紹介
します。
議案名や本会議での議決結果等

福祉教育委員会では、付託された 4 件
の議案を 6 月 21 日に審査しました。
その中から主な議案等について紹介し
ます。
議案名や本会議での議決結果等

反対の意見
・情報管理するうえで人的ミスの問題があり、それ

以外でも情報が大量に流出する心配がある。個人
の情報を守るという点では、まだ整っていない。
個人の情報が流出した場合に何の補償もない。

反対の意見
・「総合的な TPP関連政策大綱」によるものだが、事業の目的にあ

るような国際競争力の強化、地域振興、消費者の利益増進がこの
金額で図れるのか疑問。一部の農業者が厳しい条件をクリアして
補助を受けても地域全体の農業力の底上げにはならない。２年間
の実施という一時的なものとしか取れない。

反対の意見
・陳情項目に「国費で賄

まかな

う」とあるが、社会保障に
あてるための消費税増税が先送りされた状況か
ら、国費で賄われる可能性は極めて低く、介護保
険料の値上げにつながる恐れがある。

◆市からの報告
・社会就労センターの未払い賃金の件については、１人に支払い済みである。ほかに未払いの該当者がいな

いか調査し、支払いに向けての準備を進めている。
・旧堀金公民館施設の改修計画を変更し、文書館を整備するための検討を始めている。
・安曇野市入学準備金貸与制度の創設にかかわるパブリックコメントを実施した。

・ 市 内 に は 11 の JR 駅 が
あり、屋根のある駐輪
場とない駐輪場がある。
また、設置場所も JR 敷
地内、市有地、民有地
となっており、管理形
態も様々だ。全てに設
置できればよいが財政
的な課題もあり、継続
して研究したい。

賛成の意見
・個人番号はすでに交付されており、情報に対する

セキュリティーもしっかりしている。印鑑登録証
を合わせた個人番号カードを必要な人が申請によ
り交付できるもので、市民が便利になる。

賛成の意見
・今回提案の１億 1,000 万円のメニューは、タマネギの集荷調整乾

燥施設、米・そばの色彩選別の機械、無人ヘリ、コンバインなど
の施設整備の要望である。農業経営している皆さんが経営を効率
化して収益を上げることが、地域の農業や消費者のためになる。

賛成の意見
・国は基本報酬と利用者負担のバランスを考えて、

制度設計の見直しをしていく必要がある。市民の
声を国に上げていくことは地方議会の役目だ。

個人番号カード、カードケースの本人申請がなかった時はどうなるのか。

個人番号カードは本人申請であり、申請しない場合は現在の印鑑登録証を使い、窓口で印鑑登録証明書の交
付を受けることになる。カードケースは個人番号カードと同時に交付され、カードとカードケースの両方で
印鑑登録証となる。

国の基準が変わったことによる条例改正ということだが、国の基準が変わったのはなぜか。

保育の需要に対して保育所、認定こども園、または家庭的保育事業等が不足しているため、
当分の間、配置基準を緩和するもので、全国一律の緩和措置である。

答

答

問

問

福祉
教育

委員会審査では採択すべきものと決定。その後本会議で不採択となりました。 3ページへ

経済
建設

証明書コンビニ交付開始セレモニー

有明駅駐輪場

審査を継続したいとする意見

賛成多数で継続審査と
すべきものと決定

4ページへ

4ページへ

4ページへ



89
安曇野市議会だより　第 43号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2016. 8. 3AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2016. 8. 3安曇野市議会だより　第 43号

89

一 般 質 問

問
普
通
交
付
税
は
平
成
28
年
度
か
ら
一
本

算
定
に
向
け
上
乗
せ
額
が
減
額
さ
れ
て

い
く
。
そ
の
合
計
は
５
年
間
で
50
億
円
、

さ
ら
に
一
本
算
定
と
な
る
平
成
33
年
以

降
は
年
約
20
億
円
減
る
中
で
、
南
部
総

合
体
育
館
の
建
設
は
将
来
の
財
政
運
営

に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
と
考
え
る
が
。

答
行
政
運
営
に
充あ

て
て
い
る
主
な
財
源
が

減
る
こ
と
か
ら
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
が

急
務
で
あ
り
、
そ
の
取
り
組
み
を
組
織

全
体
で
進
め
る
よ
う
指
示
し
た
。
財
源

減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
経
費
の
縮
減
、

コ
ス
ト
意
識
を
全
職
員
が
持
ち
、
無
駄

な
事
業
や
歳
出
は
な
い
か
再
度
精
査
を

し
て
い
る
。

問
事
業
あ
り
き
と
い
う
こ
と
で
、
行
財
政

の
ス
リ
ム
化
で
職
員
に
過
大
な
負
荷
を

か
け
な
い
よ
う
、
市
民
に
も
我
慢
を
強

い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
慎
重
な
対
応

を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
仮
に
南
部
総

合
体
育
館
が
39
億
円
、
穂
高
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
市
負
担
が
47
億
円
と
な
る

と
、
平
成
29
年
度
以
降
一
気
に
起
債
発

行
（
借
入
金
）
が
増
え
る
が
、
果
た
し

て
や
っ
て
い
け
る
の
か
。
こ
こ
で
無
理

問
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
市

の
取
り
組
み
を
伺
う
。　

答
犀
川
の
浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
と
、

糸
魚
川
・
静
岡
構
造
線
の
断
層
地
帯
に

お
け
る
地
震
の
発
生
確
率
の
高
ま
り
を

う
け
、
災
害
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
長
野
県
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

と
共
に
、
業
務
継
続
計
画
と
合
わ
せ
見

直
し
を
進
め
る
。
ま
た
、
地
域
防
災
計

画
を
規
範
と
し
て
、
避
難
場
所
や
避
難

施
設
、
備
蓄
に
対
す
る
考
え
方
と
実
効

性
の
あ
る
行
動
計
画
、
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
、
整
備
を
進
め
る
。
食
料
の

備
蓄
は
、
市
と
し
て
３
日
分
を
目
標
に

進
め
て
い
る
。
自
主
防
災
会
95
組
織
へ

の
支
援
は
、
危
機
管
理
課
を
中
心
に
県

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力
も
得
な
が
ら

活
動
の
活
性
化
に
向
け
て
働
き
か
け
て

い
く
。
大
規
模
盛
り
土
造
成
地
の
情
報

公
開
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
で
は
安
曇

野
市
を
含
め
た
66
市
町
村
が
調
査
に
未

着
手
で
、
公
表
に
至
っ
て
い
な
い
。
調

査
は
過
去
の
地
形
図
と
現
在
の
地
形
図

を
重
ね
合
わ
せ
て
、
盛
り
土
し
た
所
を

明
確
に
す
る
こ
と
で
、
大
規
模
盛
り
土

問
歩
道
整
備
優
先
順
位
の
基
本
的
考
え
は
。

答
市
道
路
整
備
推
進
計
画
を
策
定
し
、
今

後
の
道
路
整
備
の
方
針
を
定
め
て
い

る
。
歩
道
整
備
は
、
通
学
路
や
駅
と
主

要
な
集
客
施
設
と
を
結
ぶ
道
路
な
ど
歩

行
者
の
動
線
を
踏
ま
え
、
歩
道
未
設
置

区
間
の
解
消
を
図
り
な
が
ら
、
連
続
性

の
あ
る
歩
道
整
備
を
進
め
て
い
る
。

問
市
道
堀
金
１
級
１
号
線
倉
田
―
岩
原
地

区
（
岩
原
公
民
館
前
）
ま
で
の
歩
道
約

1.5
㎞
が
未
整
備
で
あ
る
。
児
童
・
生
徒
・

園
児
約
２
０
０
人
の
通
学
路
で
あ
り
、

ま
た
住
民
の
生
活
道
路
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
６
月
18
日
に
は
国
営
ア
ル
プ
ス
あ

づ
み
の
公
園
の
「
里
山
文
化
ゾ
ー
ン
」

等
49�

ha
が
開
園
し
、
年
間
60
万
人
前
後

の
観
光
客
を
見
込
ん
で
い
る
。
道
路
設

計
を
し
て
、
や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
計
画

的
に
歩
道
の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

答
市
道
路
整
備
推
進
計
画
の
中
で
、
５
年

か
ら
20
年
以
内
に
整
備
す
る
、
中
長
期

的
に
や
る
場
所
と
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。

未
整
備
区
間
約
1.5
㎞
は
、
片
側
2.5
ｍ
の

歩
道
を
整
備
す
る
計
画
。
事
業
費
も
多

問
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０

２
５
年
に
向
け
て
、
要
介
護
状
態
の
原

因
と
な
る
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
よ

く
歩
き
、
よ
く
食
べ
、
閉
じ
こ
も
ら
ず

社
会
に
出
て
、
で
き
る
限
り
健
康
で
い

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
状
況
を
伺
う
。

答
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
つ
い
て
は
、
毎
年
民
生
委
員
に
よ
る
実

態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
27
年
度

は
３
年
前
よ
り
20
％
増
加
し
て
い
る
。

問
孤
独
死
の
対
応
と
し
て
、
緊
急
通
報
サ

ー
ビ
ス
が
あ
る
。
使
用
状
況
等
伺
う
。

答
平
成
28
年
３
月
末
で
２
９
７
人
が
利
用

し
て
い
る
。
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
約
11
％
が
利
用
し
て
い

る
。
広
報
あ
づ
み
の
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

問
平
成
27
年
11
月
か
ら
安
曇
野
市
地
域
見

守
り
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
現

在
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
10
の
団
体
や
事
業
者
か
ら
協
定
参
加
の

申
し
出
を
受
け
て
い
る
。
よ
り
多
く
の

団
体
等
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

す
る
こ
と
が
、
市
民
の
後
年
度
負
担
に

重
く
の
し
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。

答
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
が
あ
と
５
年

と
迫
っ
て
い
る
。
事
業
が
集
中
す
れ
ば
、

一
時
的
で
あ
っ
て
も
市
債
の
借
入
額
が

増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
が

後
年
度
の
公
債
費
の
負
担
の
増
加
に
つ

な
が
る
の
で
、
こ
の
辺
は
非
常
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

問
な
ぜ
国
体
基
準
の
施
設
規
模
に
し
た
の

か
。
そ
の
必
要
と
さ
れ
る
理
由
は
。

答
国
内
大
会
の
よ
り
上
位
の
水
準
で
あ
る

国
民
体
育
大
会
競
技
施
設
基
準
を
満
た

す
こ
と
を
尺
度
と
し
た
。
ま
た
、
拠
点

施
設
の
一
つ
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

の
箇
所
が
危
険
で
あ
る
こ
と
を
公
表
す

る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
県
に
支
援
を

要
請
し
な
が
ら
対
処
す
る
。

　

避
難
所
開
設
に
つ
い
て
は
、
多
く
が

学
校
施
設
、
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
施
設
管
理
者
と
指
示
系
統
を

確
認
し
な
が
ら
実
際
の
訓
練
に
繋つ

な

げ
て

い
く
。
自
主
防
災
会
と
話
し
合
い
、
補

助
金
等
を
利
用
し
た
避
難
場
所
へ
の
備

蓄
も
考
え
ら
れ
る
。
福
祉
避
難
所
は
、

５
か
所
を
指
定
し
た
が
、
定
員
２
８
９

人
で
、
不
足
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
平

成
28
年
度
中
に
市
内
福
祉
施
設
の
説
明

会
を
開
催
し
、
調
査
を
行
っ
て
随
時
協

定
を
締
結
す
る
。

額
に
な
る
の
で
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
を
活
用
し
た
い
。

問
岩
原
上
手
北
―
県
道
豊
科
大
天
井
岳
線

ま
で
の
改
修
計
画
と
雨
水
対
策
、
防
犯

灯
設
置
工
事
に
つ
い
て
伺
う
。　
　

答
舗
装
維
持
管
理
計
画
で
は
５
か
年
の
計

画
期
間
の
後
半
で
補
修
、
修
繕
を
予
定

し
て
い
る
。
雨
水
対
策
と
し
て
、
山
口

家
北
の
交
差
点
付
近
に
横
断
側
溝
を
入

れ
、
雨
水
の
排
水
処
理
等
の
整
備
を
行

っ
た
。
防
犯
灯
の
設
置
は
、
電
線
の
配

線
や
電
柱
が
な
い
こ
と
か
ら
困
難
で
あ

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
「
市
民
登
山
を
し
ま
し
ょ
う
」を
提
案

問
介
護
保
険
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助

対
象
に
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
へ

の
取
り
替
え
工
事
は
入
っ
て
い
な
い
。

認
知
症
の
火
災
予
防
の
た
め
に
補
助
対

象
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
高
齢
者
福
祉
施
策
と
し
て
の
助
成
は
考

え
て
い
な
い
。

１
歳
以
上
の
子
ど
も
達
に
も
Ｂ
型

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を

問
定
期
接
種
の
対
象
か
ら
漏も

れ
て
し
ま
う

１
歳
以
上
の
子
ど
も
達
に
も
公
費
負
担

で
の
接
種
を
要
望
す
る
が
。

答
国
や
近
隣
自
治
体
の
動
向
を
見
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

基金残高の推移見込み
　　　　

避難訓練の様子

倉田地区（市消防団第13分団第1部詰め所前）

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！6 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

信誠会
山田 幸与

南
部
体
育
館
の
建
設
規
模

財
政
面
へ
の
影
響
を
懸け

ね

ん念

信誠会
一志 信一郎

市
道
堀
金
１
級
１
号
線

倉
田
―
須
砂
渡
間
の
整
備
を

防
災
力
強
化
の
た
め
に

公明党
藤原	陽子

公明党
中村 今朝子

高
齢
者
の
安
心
・
安
全
な

生
活
の
た
め
に
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一 般 質 問

問
少
子
化
対
策
の
た
め
に
関
係
す
る
部
、

課
、
担
当
者
が
総
括
的
に
機
能
す
る
少

子
化
対
策
担
当
部
署
の
設
置
は
。

答
総
合
戦
略
事
業
を
確
実
に
実
施
し
、
担

当
部
署
の
設
置
は
考
え
て
い
く
。

問
育
児
は
母
親
の
負
担
が
大
き
く
父
親
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
男
性
の
育
児

参
加
を
促

う
な
が
す
パ
パ
ノ
ー
ト
の
作
成
は
。

答
父
親
・
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
啓
発
と
し
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
を
検
討
す
る
。

問
出
産
し
て
30
日
以
内
の
産
婦
が
対
象
の

宿
泊
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
を

補
助
す
る
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
補
助
が

な
い
と
利
用
し
に
く
い
現
状
が
あ
る
。

５
～
８
割
の
補
助
で
２
０
０
万
～
３
０

０
万
円
の
予
算
で
済
む
が
で
き
な
い
か
。

答
他
の
自
治
体
の
例
を
参
考
に
細
部
の
研

究
を
指
示
し
た
。

問
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
妊
産
婦
の

４
％
が
精
神
的
な
ケ
ア
が
必
要
だ
と
さ

れ
る
。
英
国
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う
つ

病
質
問
票
の
活
用
や
対
応
は
。

答
同
質
問
票
を
活
用
し
、
専
門
職
が
経
過

を
み
て
い
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
必

要
な
場
合
は
個
別
に
対
応
す
る
。
産
科

問
地
震
や
洪
水
、
断
層
の
状
況
か
ら
穂
高

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
立
地
は
安
全

か
。
ま
た
、
北
小
倉
の
産
廃
施
設
の
壁

の
安
全
性
は
。

答
新
ご
み
焼
却
施
設
は
、
地
震
な
ど
の
災

害
に
対
し
、
防
災
拠
点
の
機
能
を
持
つ

強
い
施
設
と
す
る
。
壁
に
つ
い
て
は
震

度
７
の
直
下
型
が
２
度
続
け
ば
建
物
の

倒
壊
が
考
え
ら
れ
、
断
言
で
き
な
い
。

問
防
災
な
ど
に
活
用
す
る
た
め
、
長
野
県

マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
安
全
運
用
有
効
活
用

推
進
協
議
会
と
提
携
し
た
ら
ど
う
か
。

答
危
機
管
理
上
有
用
で
あ
る
。
災
害
協
定

な
ど
の
締
結
も
重
要
な
手
段
。
有
効
と

思
わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
調
査
、
研
究

し
、
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
を
含
む
新
た
な

挑
戦
を
積
極
的
に
支
援
し
た
い
。

問
熊
本
大
地
震
の
教
訓
を
市
の
防
災
に
ど

う
生
か
す
か
。
防
災
用
品
購
入
補
助
制

度
の
復
活
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
疎
開
保
険
の
導
入
は
ど
う
か
。
ま
た
、

被
災
地
に
職
員
を
派
遣
し
、
体
験
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
び
生
か
し
た
ら
ど
う
か
。

答
自
主
防
災
組
織
の
支
援
を
し
、
購
入
制

度
は
新
た
な
形
を
含
め
検
討
す
る
。
疎

問
「
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
を
廃
止
せ
よ
」

と
の
声
や
世
論
に
対
す
る
市
長
の
考
え

は
。
ま
た
、
緊
急
事
態
法
が
地
方
自
治

に
与
え
る
影
響
は
。

答
平
和
主
義
の
精
神
は
重
要
。
国
論
を
二

分
す
る
よ
う
な
安
保
法
制
は
世
論
に
耳

を
傾
け
、
慎
重
審
議
の
う
え
国
民
に
説

明
責
任
を
果
た
し
て
ほ
し
い
。
緊
急
事

態
法
は
内
閣
の
独
裁
権
条
項
に
な
る
危き

惧ぐ

な
ど
様
々
な
懸け
ね
ん念
が
国
民
の
中
に
あ

り
、
慎
重
な
審
議
を
望
む
。
憲
法
で
保

障
さ
れ
て
い
る
地
方
自
治
が
機
能
し
な

く
な
る
危
険
性
も
は
ら
ん
で
い
る
。

問
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
三
本
の
矢
」
政
策

の
影
響
は
。
ま
た
、
合
併
特
例
債
の
５

年
延
長
に
伴
う
市
財
政
の
現
状
と
財
政

計
画
の
見
直
し
は
。

答
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
が
地
方
に
及
ん
で

い
な
い
と
思
う
。
現
在
、
合
併
特
例
債

の
基
金
造
成
分
と
建
設
事
業
費
分
の
発

行
額
合
計
は
約
２
６
８
億
円
。
今
後
は
、

基
金
造
成
分
６
億
６
４
０
０
万
円
、
総

合
体
育
館
整
備
等
で
建
設
事
業
費
分
は

３
８
０
億
円
程
度
の
見
込
み
。
普
通
交

付
税
の
段
階
的
減
額
は
平
成
32
年
度
ま

問
自
主
防
災
組
織
の
防
災
資
機
材
の
購
入

補
助
金
制
度
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度

に
は
３
分
の
２
以
上
の
66
組
織
が
交
付

の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
制
度
の
改
正
を
要
請
す
る
。

答
利
用
で
き
る
組
織
が
減
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
29
年
度
の
運
用
を
目
指
し

て
補
助
制
度
の
見
直
し
を
す
る
。

問
災
害
時
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を

つ
く
っ
た
が
、
運
用
面
に
つ
い
て
は
未

整
備
の
状
態
で
、
実
効
性
が
上
が
ら
な

い
。
運
用
面
の
計
画
策
定
を
伺
う
。

答
災
害
時
業
務
継
続
計
画
の
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
早
急
に
策
定
す
る
。

問
平
成
27
年
５
月
に
開
局
し
た
デ
ジ
タ
ル

防
災
行
政
無
線
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

の
放
送
が
屋
内
で
は
聞
こ
え
な
い
。
緊

急
告
知
機
能
を
備
え
た
Ｆ
Ｍ
防
災
ラ
ジ

オ
の
整
備
を
提
案
し
た
が
、
研
究
し
て

き
た
内
容
と
導
入
時
期
を
伺
う
。

答
先
進
地
等
の
視
察
を
し
な
が
ら
、
現
在

研
究
し
て
い
る
。
９
月
頃
に
は
市
の
方

針
と
し
て
結
論
を
出
し
た
い
。
も
う
少

し
時
間
が
か
か
る
。

医
・
精
神
科
医
と
の
連
携
は
市
が
間
に

入
り
個
別
支
援
し
て
い
る
。

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
。

答
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
や
低
所
得
者
へ

の
負
担
軽
減
等
実
施
要
綱
を
見
直
す
。

問
災
害
時
に
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
保
育
所
を
福
祉
避

難
所
に
し
た
ら
ど
う
か
。

答
子
ど
も
用
ト
イ
レ
が
多
数
あ
り
、
施
設

も
耐
震
化
さ
れ
て
い
る
。
よ
い
考
え
で

あ
り
、
検
討
課
題
と
す
る
。

問
市
長
は
イ
ク
ボ
ス
・
温

あ
っ
た

か
ボ
ス
宣
言
を

し
て
、
仕
事
と
生
活
の
両
立
の
理
解
を

市
内
企
業
や
市
民
に
広
げ
た
ら
ど
う
か
。

答
趣
旨
に
賛
同
し
、
早
く
結
論
を
出
す
。

開
保
険
は
考
え
て
い
な
い
。
職
員
派
遣

は
６
月
下
旬
か
ら
７
月
20
日
頃
ま
で
危

機
管
理
の
職
員
も
同
行
し
て
行
う
。

問
災
害
時
の
緊
急
事
態
条
項
は
。

答
災
害
緊
急
事
態
を
十
分
に
活
用
す
る
方

向
の
検
討
が
望
ま
し
い
。

就
学
援
助
の
３
月
支
給
と
貸
付
は

問
就
学
援
助
の
３
月
支
給
は
。ま
た
、貸
付

制
度
に
小
中
学
校
も
含
め
た
ら
ど
う
か
。

答
３
月
支
給
は
で
き
な
い
。
新
入
学
に
は

思
い
が
け
な
い
出
費
が
重
な
る
。
高
校
、

大
学
入
学
時
に
無
利
子
貸
与
の
制
度
を

創
設
し
、
効
率
的
で
実
効
性
の
高
い
制

度
を
考
え
た
い
。

で
で
合
計
50
億
円
に
な
り
、
平
成
33
年

度
か
ら
は
年
約
20
億
円
減
額
に
な
る
。

財
政
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

安
曇
野
市
の
文
化
継
承
に
つ
い
て

問
拾じ

っ
か
せ
ぎ

ヶ
堰
の
世
界
か
ん
が
い
遺
産
登
録

は
。
ま
た
、
安
曇
野
の
水
を
文
化
と
し

て
伝
え
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
登
録
は
困
難
だ
が
、
登
録
に
向
け
た
協

力
体
制
を
土
地
改
良
区
、
県
と
進
め
る
。

副
読
本
を
使
い
拾
ヶ
堰
の
歴
史
を
学
ぶ

な
ど
、学
校
教
育
の
中
で
水
に
関
す
る
取

り
組
み
や
環
境
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

梓
橋
の
早
期
改
築
に
つ
い
て

問
梓
橋
の
早
期
改
築
に
つ
い
て
、
松
本
・

安
曇
野
両
市
長
に
よ
る
期
成
同
盟
会
を

設
置
し
、
知
事
・
副
知
事
に
要
請
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
松
本
市
と
も
協
議
す
る
中
、
対
策
案
の

協
議
と
あ
わ
せ
て
、
同
盟
会
設
置
に
つ

い
て
も
相
談
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
南
部
総
合
体
育
館
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
官
公
需
に
よ
る
市
内
中
小
企
業
振
興
策

○
豊
科
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
浴
料
金

育児教室（穂高保健センター）遊休農地を飛ぶドローン

拾ヶ堰開削200年記念碑老朽化が著しく中央部が拡幅できないため、
渋滞が激しい梓橋

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！6 月
定例会

安
心
し
て
出
産
し
育
児
が

で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て

政和会
平林 德子

日本共産党
安曇野市議団

松澤 好哲

安
保
法
制
（
戦
争
法
）
で

戦
争
へ
道
は
開
か
せ
な
い

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

防
災
に
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
と

被
災
地
に
職
員
派
遣
を

大
規
模
災
害
に
対
す
る

防
災
・
減
災
対
策
を

信誠会
竹内	秀太郎

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
録
画
放
送
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）
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一 般 質 問

問
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
お
い
て
、
重
点
施
策
で
あ
る
安

曇
野
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
は
、
地
権

者
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
調
整
、
配
慮

し
な
が
ら
早
々
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
市
が
目
指
す
方
向
性
、
重
要
性
に

つ
い
て
、
こ
の
開
発
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
伺
う
。　

答
市
の
玄
関
口
で
あ
り
開
発
の
好
適
地
で

あ
る
。
土
地
利
用
計
画
や
農
振
計
画
・

農
地
転
用
な
ど
の
許
認
可
の
課
題
、
市

内
他
企
業
へ
の
課
題
等
が
想
定
さ
れ
る

が
、
産
業
振
興
と
雇
用
創
出
の
重
点
施

策
と
位
置
づ
け
て
前
向
き
に
取
り
組
む
。

問
こ
の
地
域
の
農
地
開
発
方
針
や
土
地
利

用
の
方
向
性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
北
東
地
域
周
辺
の
基

礎
調
査
を
実
施
し
た
が
、
課
題
を
ク
リ

ア
で
き
る
地
域
か
ら
県
と
協
議
し
て
い

く
。
地
域
内
の
地
権
者
等
に
よ
る
「
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
組
織
し
、
開
発

の
推
進
を
図
り
た
い
。
民
間
業
者
の
情

報
収
集
を
進
め
、
土
地
利
用
計
画
の
策

定
を
目
指
し
な
が
ら
農
地
転
用
を
進
め

て
い
く
。　

問
市
内
の
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
に
は
市
営
の
無
料

駐
車
場
が
数
か
所
あ
る
。
大
糸
線
一
日

市
場
駅
近
く
の
駐
車
場
は
、
満
車
の
時

が
あ
り
、
停と

め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る

と
聞
い
た
。
民
間
の
有
料
駐
車
場
も
あ

る
が
、
松
本
市
が
平
田
駅
や
新
村
駅
で

行
っ
て
い
る
「
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
」

を
本
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

答
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
導
入
の
可
否
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
信
州
大

学
人
文
学
部
に
Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
沿
線
の

地
域
課
題
と
、
利
用
促
進
に
関
す
る
研

究
を
委
託
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
中

に
ま
と
ま
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
結
果

を
も
と
に
松
本
広
域
で
構
成
す
る
、
Ｊ

Ｒ
篠
ノ
井
線
松
本
地
域
活
性
化
協
議
会

で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
の
中
、
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
の
販
売
数
が
増
加
し
て
い

る
。
し
か
し
全
国
的
に
受
け
入
れ
る
場

所
（
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
）
が
不
足
し
て
い
る
。

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
に
は
、
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ

ー
、
電
源
な
ど
が
完
備
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
観
光
誘
致
だ
け
で
は
な
く
災
害
時

の
避
難
場
所
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

問
全
国
的
に
組
体
操
の
事
故
が
起
こ
っ
て

い
る
中
で
、
市
は
運
動
会
で
危
険
性
の

高
い
種
目
の
実
施
は
止や

め
る
の
か
、
基

本
方
針
を
伺
う
。

答
組
体
操
は
子
ど
も
達
の
発
達
段
階
、
経

験
な
ど
を
踏
ま
え
十
分
な
配
慮
の
も
と

に
行
わ
れ
る
べ
き
。
運
動
会
の
種
目
を

見
直
し
、
子
ど
も
達
の
実
態
に
合
っ
た

種
目
選
定
や
工
夫
を
校
長
会
等
に
依
頼

し
て
い
る
。

問
空
き
教
室
等
、
施
設
に
余
裕
の
あ
る
豊

科
東
小
学
校
を
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
利
用
学
年
を

６
年
生
ま
で
拡
大
で
き
な
い
か
。

答
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
施
設
と
し
て
学
校

関
係
者
と
協
議
の
う
え
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
老
朽
化
し
て
い
る
豊
科
中
央
児
童
館
、

豊
科
南
小
学
校
か
ら
遠
い
高
家
児
童

館
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
２
階
で
庭
や
遊
具
の

な
い
穂
高
北
部
児
童
館
の
状
況
を
見
て

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
か
伺
う
。

答
小
学
校
敷
地
内
で
実
施
す
る
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
豊
科
中
央
児

童
館
、
高
家
児
童
館
を
統
合
し
、
豊
科

問
市
長
は
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
た
事
業
を
急
き
ょ
中
止
す
る
指
示

を
し
た
。
そ
の
背
景
と
思
い
は
。

答
長
期
的
な
財
政
を
踏
ま
え
た
結
果
、
旧

堀
金
図
書
館
等
が
有
効
利
用
で
き
な
い

か
再
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
来
で

あ
れ
ば
予
算
計
上
す
る
前
に
内
部
で
し

っ
か
り
検
討
す
べ
き
で
、
議
決
し
た
予

算
を
執
行
段
階
で
再
検
討
に
至
っ
た
こ

と
は
深
く
お
詫
び
し
た
い
。
内
部
の
行

政
運
営
、
慎
重
な
対
応
が
極
め
て
ま
ず

い
手
法
で
あ
っ
た
と
捉と

ら

え
て
い
る
。
し

か
し
、
公
文
書
等
は
年
々
増
加
し
、
７

か
所
に
分
散
し
て
保
管
し
て
い
る
現
状

で
あ
り
、
新
市
立
博
物
館
構
想
で
は
、

文
書
館
を
整
備
す
る
方
向
が
示
さ
れ
て

い
る
。
旧
堀
金
図
書
館
等
を
壊こ

わ

す
予
算

の
範
囲
で
文
書
館
が
で
き
れ
ば
、
新
た

に
造
る
よ
り
も
財
政
面
で
は
大
分
圧
縮

で
き
る
た
め
、
施
設
の
活
用
と
転
用
の

精
査
を
指
示
し
た
。
ま
た
、
合
併
し
て

11
年
目
、
旧
町
村
時
代
の
公
文
書
も
含

め
て
整
備
に
着
手
を
し
た
い
こ
と
と
、

今
後
、
安
曇
野
市
史
の
編
さ
ん
等
も
考

え
、
行
政
に
携

た
ず
さ
わ
る
者
と
し
て
後こ
う
せ
い世
に

安
曇
野
の
観
光
戦
略
と
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

問
安
曇
野
ら
し
さ
を
意
識
し
た
観
光
振
興

や
観
光
産
業
の
考
え
方
を
伺
う
。　

答
安
曇
野
の
す
ば
ら
し
い
景
観
、
水
資
源

や
文
化
と
い
う
地
域
資
源
を
生
か
し
た

観
光
の
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。

問
安
曇
野
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は
、
日

本
一
を
誇
る
「
水
」
と
「
山
」
を
二
本

柱
と
し
た
地
域
資
源
の
有
効
活
用
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
地
域
活
性
化
を
図
る
上
で
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
が
重
要

だ
。
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
主
体
的
・

戦
略
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

現
存
す
る
道
の
駅
を
は
じ
め
、
市
に
は

有
効
な
土
地
が
あ
る
の
で
、
積
極
的
に

誘
致
で
き
な
い
か
。

答
既
存
施
設
の
改
修
や
冬
期
間
の
利
用
状

況
を
考
慮
す
る
と
、
採
算
ベ
ー
ス
に
乗

せ
て
い
く
条
件
が
整

と
と
の
う
か
、
慎
重
に
検

討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

観
光
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
施
設
は
、

災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
非
常
に
有

効
と
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
進
め
る
う
え
で
、
学

　

校
や
中
間
教
室
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
設
置

　

を
急
ぐ
べ
き

南
小
学
校
敷
地
内
に
建
設
す
る
方
向
を

見み
い
だ出
し
て
い
く
。
穂
高
北
部
児
童
館
も

児
童
館
建
設
検
討
委
員
会
等
を
立
ち
上

げ
、
整
備
を
目
指
す
。

問
光
城
山
周
辺
の
松
枯
れ
枯こ

そ
ん
ぼ
く

損
木
を
伐
倒

燻く
ん
じ
ょ
う
蒸
処
理
し
た
後
の
環
境
対
応
は
。

答
松
く
い
虫
被
害
で
枯
れ
た
松
の
伐
倒
燻

蒸
と
し
て
、
玉
切
り
に
し
て
ビ
ニ
ー
ル

で
包
み
駆
除
し
て
い
る
。
今
ま
で
は
、

ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
だ
っ
た
が
、
今
年

度
か
ら
は
生
分
解
性
シ
ー
ト
に
変
更

し
、
景
観
・
環
境
へ
の
配
慮
し
た
取
り

組
み
を
始
め
た
。
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

は
、
今
後
、
回
収
計
画
を
た
て
、
回
収

を
し
て
い
く
。

し
っ
か
り
と
し
た
文
献
・
資
料
を
引
き

継
ぐ
責
任
も
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

問
事
業
の
中
止
と
文
書
館
と
し
て
の
活
用

指
示
は
い
つ
頃
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

現
在
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
は
。

答
指
示
は
、
平
成
28
年
５
月
10
日
開
催
の

庁
議
。
現
状
は
、
古
文
書
と
穂
高
会
館

に
あ
る
歴
史
的
公
文
書
が
段
ボ
ー
ル
箱

換か
ん

算さ
ん

で
約
４
０
０
０
箱
、
30
年
保
存
な

ど
将
来
歴
史
的
価
値
が
見
込
ま
れ
る
文

書
が
約
２
０
０
０
箱
あ
り
、
こ
れ
ら
を

収
容
で
き
る
、
施
設
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や

予
算
見
積
り
等
を
検
討
中
。
今
後
、
素

案
が
で
き
次
第
、
施
設
の
活
用
等
の
方

針
を
定
め
説
明
会
を
実
施
す
る
。

“水”を生かした観光戦略で期待される
「安曇野わさび田湧水群」

平日は満車に近い、一日市場市営駐車場

老朽化が進む豊科中央児童館

一 般 質 問

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！6 月
定例会

信誠会
宮澤 豊次

安
曇
野
イ
ン
タ
ー
周
辺

地
域
の
開
発
の
方
向
性

「
あ
ず
み
っ
子
」
と
「
水
と

緑
と
光
の
郷
」
を
伺
う

政和会
内川 集雄

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の

可
能
性
は
？

公明党
小松 芳樹

政和会
坂内 不二男

行
政
運
営
の
現
状
は
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一 般 質 問

問
最
大
で
38
億
円
か
か
る
と
い
う
南
部
総

合
体
育
館
建
設
に
つ
い
て
、
市
民
に
対

し
十
分
な
説
明
を
す
る
と
と
も
に
判
断

材
料
を
示
し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
建
設
に
合
併
特
例
債
を
利
用
す
る
た

め
、
時
間
的
余
裕
が
な
い
の
で
ア
ン
ケ

ー
ト
は
し
な
い
。
行
政
と
し
て
説
明
責

任
を
果
た
し
て
建
設
計
画
を
進
め
る
。

問
ど
う
説
明
責
任
を
果
た
す
の
か
。

答
体
育
館
建
設
に
つ
い
て
合
併
当
時
か
ら

の
経
過
を
知
ら
な
い
市
民
が
多
い
の

で
、
懇
切
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

問
説
明
責
任
に
関
わ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
二

つ
。
一
つ
目
は
合
併
協
議
会
で
の
合
意

事
項
。
二
つ
目
は
合
併
特
例
債
を
限
度

額
の
４
５
８
億
円
ま
で
使
う
と
い
う
方

針
転
換
。
い
ず
れ
も
経
過
が
不
透
明
で

説
明
し
き
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

答
平
成
21
年
10
月
に
平
林
前
市
長
か
ら
、

体
育
館
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
事
務
引

継
を
受
け
て
い
る
。

自
治
基
本
条
例
に
住
民
投
票
を

ど
う
位
置
付
け
る
か

問
市
内
の
大
型
太
陽
光
発
電
設
備
（
以
下

発
電
設
備
）
の
設
置
の
状
況
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
平
成
24
年
か
ら
27
年
度
末
ま
で
に
申
請

件
数
で
34
件
、
敷
地
面
積
で
約
17
万
2

０
０
０
㎡
。
そ
の
う
ち
9
件
、
約
4
万

３
０
０
０
㎡
が
工
事
中
か
手
続
き
中
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
出
力
１
０
０
０

kw
以
上
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
４
件
、
約

８
万
４
０
０
０
㎡
で
あ
る
。
今
後
も
、

土
地
利
用
条
例
の
適
正
な
運
用
で
、
景

観
・
環
境
に
配
慮
し
た
対
応
を
し
て
い

く
。

問
市
内
の
発
電
設
備
の
大
半
が
生
活
圏
内

に
あ
る
。
耐
用
年
数
経
過
後
の
廃
棄
・

更
新
時
に
、
相
続
人
不
在
や
、
放
置
な

ど
空
き
家
問
題
と
同
様
の
こ
と
が
生
じ

な
い
か
心
配
で
あ
り
、
新
規
設
備
の
抑

制
の
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
と
考
え

る
が
、
対
応
を
聞
き
た
い
。

答
市
独
自
の
対
応
は
な
い
が
、
環
境
省
が

平
成
28
年
４
月
、
発
電
設
備
の
リ
サ
イ

ク
ル
等
の
推
進
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
公
表
し
て
い
る
。
最
終
処
分
や
有

害
物
質
へ
の
負
荷
の
削
減
、
リ
ユ
ー
ス
や

問
確
立
発
信
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

答
「
健
康
長
寿
日
本
一
」
や
「
水
を
生
か

し
た
ま
ち
日
本
一
」
な
ど
、
日
本
一
を

目
指
す
独
自
の
取
り
組
み
も
、
安
曇
野

の
誇
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
開
削
２
０
０
年
の
拾じ

っ
か
せ
ぎ

ヶ
堰
を
世
界
遺

産
、
日
本
遺
産
に
と
提
案
す
る
が
。

答
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
は
、
国
際
か

ん
が
い
排
水
委
員
会
で
継
続
審
議
中
。

日
本
遺
産
は
、
安
曇
野
の
道
祖
神
を
軸

に
用
水
堰
の
開
削
等
も
入
れ
た
ス
ト
ー

リ
ー
を
、
県
教
育
委
員
会
と
模
索
開
始
。

問
安
曇
野
出
身
の
自
由
民
権
運
動
の
リ
ー

ダ
ー
・
松
沢
求き

ゅ
う
さ
く
策
の
顕
彰
推
進
を
。

答
博
物
館
等
で
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た

い
が
、
市
施
設
で
は
見み

い
だ出
せ
な
い
。
出

前
展
示
で
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

問
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
。

答
平
成
28
年
６
月
14
日
、
内
閣
府
の
公
表

で
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
が
承
認
さ
れ
た
。
前

川
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
場
の
整
備
と
カ

ヌ
ー
競
技
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。
水
辺
環
境
の

問
畜
産
振
興
育
成
と
畜
産
臭
気
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
畜
産
農
家
は
臭
気
指
数
の
規
制
値
を

遵じ
ゅ
ん
し
ゅ
守
す
る
中
で
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
生
を
図
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
畜
産

振
興
が
図
れ
る
の
か
、
生
産
者
、
地
域

の
皆
さ
ん
、
行
政
も
入
っ
て
で
き
る
限

り
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

問
畜
産
臭
気
対
策
の
変へ

ん
せ
ん遷

と
今
後
の
取
り

組
み
や
課
題
は
。

答
こ
れ
ま
で
に
、
野
積
み
堆
肥
の
解
消
、

木も
く
さ
く酢

液
の
散
布
、
ス
ラ
リ
ー
を
土
中
に

直
接
注
入
す
る
ス
ラ
リ
ー
イ
ン
ジ
ェ
ク

タ
ー
機
の
導
入
、
乳
酸
菌
液
散
布
（
豚

流
行
性
下げ

り痢
の
蔓ま

ん
え
ん延

に
よ
り
中
止
）
な

ど
を
実
施
。
現
在
は
リ
サ
イ
ク
ル
メ
イ

ト
資
材
を
検
証
中
。
今
後
は
迅
速
な

糞ふ
ん
に
ょ
う尿

処
理
、
浄
化
槽
の
適
正
稼
働
、

畜
舎
や
設
備
の
清
掃
、
畜
舎
周
辺
の
植

栽
、
添
加
剤
の
使
用
な
ど
複
合
的
に
組

み
合
せ
、
悪
臭
の
総
量
を
低
減
し
て
い

く
。
ま
た
、
浄
化
槽
か
ら
の
処
理
水
を

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
研
究
を
進
め

る
。
一
方
、
畜
産
臭
気
の
状
況
把
握
の

問
自
治
基
本
条
例
制
定
に
向
け
て
、
住
民

投
票
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
か
。

答
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
条
例
に

盛
り
込
む
必
要
な
し
と
す
る
意
見
も
あ

っ
た
が
、
必
要
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

実
施
の
判
断
を
議
会
や
市
長
に
委
ね
る

形
の
「
逐ち

く
じ次
型
」
を
推
す
声
も
多
か
っ

た
が
、
重
要
な
案
件
を
対
象
と
す
る
場

合
に
は
、
自
治
基
本
条
例
に
定
め
て
住

民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
「
常
設
型
」
が

よ
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
制
定
市
民

会
議
で
さ
ら
に
検
討
し
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
則

の
っ
と

っ
た
「
逐
次
型
」
の
形
と

す
る
こ
と
で
の
中
間
報
告
と
な
っ
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
示
し
て
い
る
。

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
で
の
賃
金
未
払
い

問
未
払
い
が
生
じ
た
理
由
と
対
応
を
伺

う
。

答
明
科
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
で
、
指
導
員

の
休
日
出
勤
に
伴
う
割
増
賃
金
に
つ

き
、
時
間
で
調
整
を
し
て
い
た
た
め
未

払
い
が
生
じ
た
。
書
類
の
調
査
を
実
施

し
、
当
時
の
関
係
者
か
ら
聞
き
取
り
を

し
た
。
平
成
26
年
中
の
９
か
月
分
で
未

払
い
分
が
あ
る
と
判
明
し
た
の
で
、
該

当
者
に
支
払
っ
た
。
同
様
の
ケ
ー
ス
が

な
い
か
さ
ら
に
調
査
し
て
、
支
払
う
べ

き
も
の
は
支
払
い
た
い
。

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

美
し
い
緑
の
ま
ち
・
安
曇
野
の
促
進
を

問
美
し
い
緑
の
ま
ち
・
安
曇
野
の
促
進
と

緑
の
基
金
の
創
設
を
提
案
す
る
が
。

答
安
曇
野
市
緑
の
基
本
計
画
策
定
の
中
で

施
策
を
ま
と
め
る
。
緑
の
基
金
も
検
討
。

問
屋
敷
林
の
保
存
、
生
垣
緑
化
や
公
園
緑

化
の
促
進
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
安
曇

野
市
緑
の
基
本
計
画
の
策
定
を
。

答
緑
の
基
本
計
画
策
定
の
中
で
検
討
。

問
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
と
し
て
安
曇

野
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
普
及
支
援
を
。

答
個
別
に
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

た
め
に
、
臭
気
モ
ニ
タ
ー
制
度
、
畜
産

臭
気
苦
情
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
継
続
、
臭

気
指
数
測
定
を
実
施
す
る
。

問
臭
気
指
数
規
制
の
導
入
の
狙
い
、
期
待
、

施
行
後
の
検
証
を
伺
う
。

答
臭
気
指
数
規
制
は
人
の
感
覚
で
測
定
す

る
方
法
で
、
苦
情
の
被
害
感
覚
と
一
致

し
や
す
く
、
畜
産
農
家
に
的
確
な
指
導

が
で
き
る
。
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、

改
善
計
画
書
の
提
出
と
実
施
が
義
務
づ

け
ら
れ
、
改
善
効
果
が
現
れ
な
い
場
合

は
追
加
対
策
指
導
を
行
う
。
ま
た
、
改

善
や
指
導
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
改
善

勧
告
・
命
令
と
続
く
が
、
施
行
後
半
年

の
た
め
検
証
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。

合併協議会のホームページから各種事務
事業の合意事項がわかります

住宅団地付近に設置された大型太陽光
発電設備

カヌースラローム大会（明科の前川）臭気測定に係るサンプリングの様子

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！6 月
定例会

民心・
無所属の会

小林 純子

総
合
体
育
館
建
設
に
向
け

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

民心・
無所属の会

林 　孝彦

安
曇
野
プ
ラ
イ
ド
・
安
曇

野
の
誇
り
の
確
立
発
信
を

政和会
藤原 正三

大
型
太
陽
光
発
電
設
備
の

新
設
は
抑
制
の
時
期
で
は

三
郷
畜
産
団
地
の
臭
気
対

策
は
改
善
さ
れ
る
の
か

信誠会
小松	洋一郎

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
録
画
放
送
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）
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一 般 質 問

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
で
は
南
穂

高
７
人
、
穂
高
中
央
14
人
、
穂
高
西
部

14
人
が
通
年
利
用
で
き
ず
、
長
期
休
み

だ
け
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
関
し
て
は
順
次
小
学
校
敷
地
内
で

実
施
す
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
３
か
所
か
ら
最

優
先
し
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
は
。

答
今
後
の
増
加
も
考
え
て
利
用
者
数
の
拡

充
、
学
校
施
設
や
保
育
園
な
ど
を
活
用

で
き
な
い
か
な
ど
、
で
き
る
限
り
要
望

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
対
応
を
図
る
。

安
曇
野
市
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
概
要
は

問
平
成
29
年
度
か
ら
始
ま
る
総
合
事
業
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
人
員
基
準
の
緩

和
に
よ
っ
て
、
現
行
の
単
価
よ
り
低
い

設
定
も
検
討
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
事

業
者
の
声
が
総
合
事
業
に
反
映
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
半
日
程
度
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
は
家
族
も
安
心
し
て
仕
事
に
出

か
け
ら
れ
な
い
。
風
呂
な
し
、
食
事
な

し
の
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
者
に
納
得
し
て

問
近
頃
は
、
市
内
の
河
川
に
魚
の
姿
が
ほ

と
ん
ど
見
え
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て

「
カ
ワ
ウ
」
に
よ
る
食
害
が
思
い
当
た

る
が
、
被
害
等
の
状
況
は
。

答
犀さ

い
が
わ川

漁
協
か
ら
カ
ワ
ウ
や
サ
ギ
等
の
有

害
鳥
に
よ
り
年
間
７
０
０
万
円
程
の
被

害
が
あ
る
と
の
報
告
が
あ
る
。
ニ
ジ
マ

ス
や
信
州
サ
ー
モ
ン
等
の
養
殖
業
に
も

大
き
な
被
害
が
懸け

ね
ん念
さ
れ
て
い
る
。

問
カ
ワ
ウ
の
生
息
状
況
の
把
握
や
、
駆
除

の
実
情
は
。

答
生
坂
村
の
犀
川
ダ
ム
湖
左
岸
の
竹
林
に

コ
ロ
ニ
ー
を
形
成
し
、
約
５
０
０
羽
の

生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
銃
猟
禁

止
区
域
で
、
カ
ワ
ウ
は
移
動
能
力
も
高

く
思
う
よ
う
な
駆
除
に
至
っ
て
い
な
い
。

問
絶
滅
は
難
し
い
が
、
技
術
指
導
を
受
け

て
の
効
果
的
な
銃
猟
に
よ
り
、
か
な
り

数
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
と
聞
く
。
行

政
の
壁
を
越
え
て
の
関
係
者
連
携
に
よ

る
駆
除
の
考
え
は
。

答
県
の
指
導
を
受
け
、
広
域
圏
の
有
害
鳥

対
策
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

問
魚
を
増
や
す
取
り
組
み
と
し
て
、
市
も

支
援
し
て
い
る
漁
協
の
稚
魚
等
の
放
流

問
市
の
保
育
園
は
認
定
こ
ど
も
園
化
や
民

営
化
な
ど
制
度
上
転
換
期
に
あ
る
が
、

保
育
の
質
向
上
を
図
る
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
る
。
こ
の
点
で
市
は
自
然
保
育
の
推

進
を
打
ち
出
し
、
野
外
保
育
園
等
の
認

可
外
保
育
施
設
へ
の
公
的
支
援
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
市
長
の
英
断
の
理
由
は
。

答
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て
る
に
は
自

然
に
親
し
む
こ
と
が
大
切
。
野
外
保
育

や
認
可
外
保
育
で
も
同
じ
安
曇
野
の
子

で
あ
り
、
支
援
は
行
政
の
責
務
で
あ
る
。

問
認
定
こ
ど
も
園
化
で
保
育
の
質
は
。

答
こ
れ
ま
で
も
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
継
承
し
て
い
く
。

問
民
営
化
で
市
の
保
育
を
ど
う
導
く
の
か
。

答
保
育
は
自
治
体
の
根
幹
。
し
か
し
単
に

公
立
で
運
営
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
子
ど
も
達
の
た

め
に
保
護
者
が
自
由
に
選
択
で
き
る
よ

う
環
境
を
整
え
て
い
く
。
そ
の
手
段
と

し
て
の
民
営
化
の
検
討
で
あ
る
。

問
市
長
の
目
指
す
日
本
一
の
保
育
と
は
。

答
豊
か
な
自
然
、
広
々
と
し
た
園
、
人
々

と
の
触
れ
合
い
、
農
業
体
験
等
を
通
じ

て
物
を
育
て
る
、
仲
間
を
大
切
に
す
る
、

問
保
育
園
で
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
ク
ラ

ス
担
任
を
し
て
い
る
臨
時
保
育
士
を
正

規
職
員
に
す
る
採
用
計
画
を
明
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
同
一
労
働
同
一

賃
金
を
具
体
化
す
る
た
め
の
待
遇
改
善

計
画
を
立
案
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
市

と
し
て
若
者
の
雇
用
の
場
を
保
育
士
の

採
用
に
生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
平
成
28
年
度
は
保
育
士
の
正
規
職
員
は

再
任
用
職
員
も
含
め
て
10
人
（
う
ち
経

験
者
枠
で
非
正
規
保
育
士
等
か
ら
４
人

採
用
）
増
え
て
い
る
。
３
歳
か
ら
５
歳

児
ク
ラ
ス
の
正
規
職
員
担
任
の
割
合
は

平
成
27
年
度
45
％
強
か
ら
平
成
28
年
度

は
51
％
強
と
改
善
し
た
。
職
員
定
員
適

正
化
計
画
で
は
職
員
数
は
７
３
５
人

で
、
保
育
士
も
こ
の
定
数
の
中
に
含

ま
れ
る
。
年
次
計
画
で
何
人
の
採
用
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
３
歳
児
以

上
の
ク
ラ
ス
担
任
に
つ
い
て
は
、
非
正

規
職
員
か
ら
正
規
職
員
化
を
進
め
て
い

く
。
非
正
規
で
ク
ラ
ス
担
任
を
し
て
い

る
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
過

去
に
増
額
し
て
お
り
他
市
に
比
べ
て
見

劣
り
す
る
賃
金
で
は
な
い
。
若
者
の
採

も
ら
え
る
の
か
。

答
事
業
者
に
は
説
明
会
を
開
催
す
る
。
ま

た
、
現
行
よ
り
抑
え
た
サ
ー
ビ
ス
は
低

い
単
価
設
定
な
の
で
、
支
援
の
必
要
性

の
低
い
利
用
者
に
と
っ
て
は
負
担
が
低

く
、
利
用
し
や
す
く
な
る
。

問
自
治
体
の
枠
を
超
え
て
利
用
し
て
い
る

人
々
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な

る
の
か
。

答
総
合
事
業
導
入
後
も
継
続
し
て
利
用
が

可
能
で
あ
る
。
平
成
30
年
３
月
末
ま
で

の
経
過
措
置
だ
が
、
そ
れ
以
降
は
要
綱

等
を
整
備
し
、
利
用
者
の
利
便
性
、
そ

の
方
の
状
態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
る
。

事
業
に
は
、
魚
を
増
や
す
効
果
は
余
り

な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
評
価
は
。

答
釣
り
客
か
ら
も
放
流
直
後
し
か
釣
れ
な

い
と
の
声
も
あ
り
、
漁
協
や
県
の
水
産

試
験
場
等
と
も
連
携
し
検
討
し
て
い
く
。

問
釣
り
客
の
市
内
経
済
に
及お

よ

ぼ
す
影
響

は
。
大
型
魚
を
放
流
し
て
釣
り
客
を
増

や
し
た
漁
協
も
あ
り
、
ま
た
「
釣
り
ガ

ー
ル
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
と
聞
く
が
、

意
識
し
た
取
り
組
み
の
考
え
は
。

答
釣
り
に
も「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
」の
可
能
性

が
あ
る
。
魚
の
生
息
状
況
を
調
査
し
、

釣
り
具
メ
ー
カ
ー
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
繋つ

な

げ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

そ
ん
な
保
育
を
進
め
る
。
一
人
ひ
と
り

に
適
し
た
教
育
・
保
育
の
提
供
が
大
切
。

面
会
交
流
支
援
に
つ
い
て

問
離
婚
を
考
え
る
夫
婦
が
、
離
婚
後
も
子

に
と
っ
て
は
親
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

自
覚
し
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守

る
た
め
に
、
別
れ
た
親
と
の
面
会
交
流

や
養
育
費
の
分
担
を
十
分
に
協
議
す
る

こ
と
を
親
に
啓
発
す
る
、
踏
み
込
ん
だ

行
政
支
援
を
す
る
時
で
は
。

答
離
婚
届
を
出
す
前
に
一
考
す
る
機
会
と

し
て
、
面
会
交
流
支
援
を
含
め
た
ひ
と

り
親
支
援
事
業
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
配
布
し
て
い
く
。

用
に
つ
い
て
は
39
歳
ま
で
の
経
験
枠
を

含
め
て
広
く
公
平
に
採
用
し
て
い
く
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
明
確
な
意
思
表
明
を

問
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
つ
い
て
国
会
に
批
准
の

議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
国
会
決
議

は
守
ら
れ
た
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
農

業
分
野
の
影
響
に
つ
い
て
国
は
対
策
を

取
れ
ば
影
響
無
し
と
の
政
策
を
批
准
前

に
進
め
て
い
る
。
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
。

答
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
守
秘
義
務
合
意
が
な

さ
れ
て
お
り
、
判
断
す
る
こ
と
は
困
難

な
状
況
で
あ
る
。
農
業
に
つ
い
て
は
国

の
算
出
結
果
を
参
考
に
し
て
い
く
。

カワウ

園を出て広い野原で遊ぶ保育園児たち

一 般 質 問

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！6 月
定例会

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

整
備
は
早
急
に

民心・
無所属の会

増田 望三郎

転
換
期
に
あ
る

安
曇
野
市
の
保
育
の
方
向
性

川
魚
の
減
少
と
「
カ
ワ
ウ
」

対
策
を

政和会
松枝 　功

民心・
無所属の会

荻原 勝昭

担
任
の
臨
時
保
育
士
の

正
規
採
用
計
画
の
明
示
を

主な農畜産物に対する TPPの影響試算

政府試算
（2015 年 12
月）①

①について
鈴木教授の
試算②

TPP合意以前
の政府試算③

食料自給率
（カロリーベース） 39%⇒39% 40%⇒ 27%

農産物の生産減少額 ▲ 0.08 ～　0.16 兆円
▲ 1.3 兆
円 ▲ 2.7 兆円

主な農畜産物の生産減少額
米

0%

▲ 7% ▲ 32%
小麦 ▲ 32% ▲ 99%
砂糖 ▲ 100%
牛乳・乳製品 ▲ 14% ▲ 45%
豚肉 ▲ 49% ▲ 70%
牛肉 ▲ 31% ▲ 68%

資料：①内閣官房「農林水産物生産額への影響について」（2015 年 12月）
　　　②鈴木宣弘東大教授「政府再試算による生産減少額の検討」（2016 年 2月）
　　　③内閣官房「関税撤廃した場合の経済効果についての政府統一試算」（2013 年 9月）
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問
更
新
伐
事
業
、
空
中
散
布
、
樹
種
転

換
な
ど
様
々
な
対
策
が
あ
る
が
、
松

枯
れ
対
策
は
こ
れ
か
ら
全
体
的
、
総

合
的
に
ど
う
進
ん
で
い
く
の
か
。

答
地
域
性
や
地
域
の
状
況
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
向

を
尊
重
し
、
く
み
上
げ
て
市
が
的
確

に
対
応
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
議
会
と
し
て
も
、
限
り
が
あ
る

予
算
の
中
で
適
切
か
つ
的
確
な
対
応

す
る
よ
う
市
に
お
願
い
し
て
い
く
。

問
樹
種
転
換
と
し
て
桜
や
ハ
ナ
モ
モ
な

ど
を
植
え
て
、
隣
の
池
田
町
の
桜

問
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
が
、
室

内
で
は
全
然
聞
こ
え
な
い
。
聞
こ
え

な
い
場
合
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

答
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
放
送
内
容

が
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
が
あ
れ

ば
、
議
会
か
ら
も
危
機
管
理
課
に
調

整
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
メ
ー
ル
配

信
や
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
ほ
し
い
。
よ
り
一
層
の
Ｐ
Ｒ
を
市

に
要
請
し
て
い
く
。
議
会
も
日
常
的

に
情
報
が
行
き
渡
る
よ
う
な
方
法
を

検
討
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送
が
通
常

の
ラ
ジ
オ
で
受
信
で
き
な
い
地
域
が

あ
る
が
対
策
は
。

答
Ｆ
Ｍ
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
地
元

の
Ｆ
Ｍ
局
と
技
術
的
な
部
分
や
可
能

性
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
が
、

山
に
近
い
地
域
で
は
聞
こ
え
な
い
な

ど
の
問
題
も
あ
り
、
市
も
先
進
自
治

体
等
を
視
察
し
勉
強
す
る
予
定
で
あ

る
。
Ｆ
Ｍ
放
送
が
受
信
で
き
な
い
問

題
の
実
態
調
査
は
、
要
望
と
し
て
市

へ
お
伝
え
す
る
。

仙
峡
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
安
曇
野
に

桜
の
山
を
促
成
し
て
い
く
の
は
ど
う

か
。

答
桜
の
植
樹
で
は
「
光
城
山
１
０
０
０

人
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
設
立
し
て
、
市
と
し
て
も
対
応
し

て
い
る
。
議
会
と
し
て
も
ま
た
取
り

上
げ
た
い
。

問
地
域
の
お
宮
の
松
が
枯
れ
て
し
ま

い
、
対
策
に
多
大
な
費
用
が
か
か
る
。

お
宮
の
松
は
公
共
物
で
は
な
い
が
、

個
人
の
も
の
で
も
な
く
、
現
在
支
援

が
な
い
。
対
策
や
費
用
の
補
助
を
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

答
議
会
と
し
て
市
に
要
望
を
し
て
い
き

た
い
。

問
公
式
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
財
源
に
な
る

基
金
が
可
決
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
大
が
か
り
な
予
算
を
使
っ
て
の

南
部
総
合
公
園
総
合
体
育
館
建
設
計

画
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

答
議
会
と
し
て
も
建
設
計
画
に
つ
い
て

政
策
討
論
会
議
を
行
い
、
ど
の
よ
う

な
形
で
進
め
て
い
く
べ
き
か
現
在
検

討
中
で
あ
る
。

問
国
体
な
ど
は
周
辺
の
市
町
村
と
広
域

的
に
考
え
、
安
曇
野
市
と
し
て
は
市

民
の
た
め
の
施
設
と
し
て
建
設
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
豊
科
南
部
総
合
公
園
総
合
体
育
館
建

設
の
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
ま
だ
よ
く
知
ら
な
い
こ
と
が
一

番
の
問
題
だ
と
議
会
で
も
捉
え
て
い

る
。
議
会
で
し
っ
か
り
と
市
民
の
声

を
受
け
と
め
て
、
市
に
働
き
か
け
て

い
く
段
階
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
一
企
業
に
対
す
る
公
的
資
金
の
投
入

は
問
題
も
あ
る
と
思
う
が
、
公
害
問

題
の
解
決
の
た
め
に
公
的
資
金
を
投

入
し
て
、
公
共
下
水
へ
の
接
続
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

答
平
成
27
年
10
月
１
日
に
施
行
し
た
臭

気
指
数
規
制
に
基
づ
い
て
、
臭
気
の

低
減
に
向
け
た
対
策
を
強
烈
に
進
め

て
い
き
た
い
と
予
算
説
明
会
で
市
か

ら
説
明
を
受
け
た
。
下
水
に
つ
い
て

は
、
議
会
か
ら
下
水
道
課
へ
検
討
を

要
望
す
る
。

問
畜
産
臭
気
の
現
地
視
察
を
行
い
実
際

に
確
認
し
て
か
ら
、
対
策
に
つ
い
て

議
論
を
し
て
ほ
し
い
。

答
現
地
視
察
等
を
議
会
で
検
討
し
た

い
。

第3回
安曇野市議会

報告会
市民の願いに寄り　添った
　　　　市議会を　めざして！

第 3回安曇野市議会報告会が 5月 16 日（月）に市内 3会
場で開催され、合計 68 人にお越しいただきました。
それぞれの会場で 3月定例会の概要報告と各委員会から
の報告が行われ、それに対する質疑が行われました。
報告会で行われた質疑などの一部を紹介します。

松
枯
れ
対
策

防
災
行
政
無
線

本庁舎４階大会議室

穂高会館

三郷公民館

畜
産
臭
気
対
策

ご参加いただいた皆さんからご回答いただいたアンケート結果の一部を掲載します。

アンケート
結果

・その他寄せられたご意見
　　・議員提案や政策立案に向けた勉強や能力開発をしてほしい。
　　・議会報告会の回数や開催場所を増やしたり、意見や要望を聞く場所を設けたりしてほしい。
　　・議会情報の発信を強化してほしい。（議会だよりの工夫、ホームページとの連携など）
　　・議員定数や議員報酬の検討をしてほしい。
　　・議員の倫理、行動問題について。（市民の代表の自覚を持つ、市民に信頼される活動をするなど）

どの会場でもたくさんのご質問やご意見をいただき、参加者の思いや考えをお聴きすることがで
きました。
寄せられたご意見やご提言をこれからの議会活動に生かすとともに、次回はさらに
活性化した報告会の開催をめざしていきたいと思います。
ここで紹介した以外の質問やアンケート結果については、市議会ホームページに
掲載してありますので、ぜひご覧ください。

・居住地（人）

・年齢（人）

・性別（人）

居住地
豊科 穂高 三郷 堀金 明科 市外

穂高会場 1 15 0 1 2 3
本庁会場 12 1 0 5 1 1
三郷会場 0 0 17 2 0 0

20 代 30代 40代 50代 60代 70代 80代
以上

0 2 2 6 36 13 2

男 53 女 7

長い 4 普通　45

平日の夜　39 土日の夜　17 土日の昼間　14

参加したい　37 どちらともいえない　16

毎回読んでいる　37 時々読んでいる　19

短い　2

参加したくない　2

読んでいない　3

・議会報告会の時間はどうでしたか（人）

・議会報告会の開催日について参加しやすいのはいつですか（人）

・次回の議会報告会にも参加したいですか（人）

・議会だよりを読んでいますか（人）

※回答数は未回答を除いてあります。　　　　　　　　 
※回答数が参加者数を超えているものは複数回答です。

　
豊
科
南
部
総
合

公
園
総
合
体
育
館



落合　陽子さん
（穂高）

梅
は
、そ
の
日
の
難
逃
れ
！
そ
う
聞

い
て
か
ら
一
層
好
き
に
な

り
、主
人
の
お
弁
当
に
も
入
れ
て
い
ま
す
。

日
の
丸
弁
当
で
生
き
残
れ
た
日
本
人
の
話

も
有
名
で
す
が
、
殺
菌
効
果
が
あ
り
ま
す

ね
。
猛
暑
と
言
わ
れ
て
い
る
今
夏
、
梅
パ

ワ
ー
に
助
け
て
も
ら
い
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
！
勤
め
て
い
た
頃
は
自
分
で
作
れ
る
と

は
露つ
ゆ

知
ら
ず
、
高
価
な
梅
干
を
取
り
寄
せ

て
い
ま
し
た
。専
業
主
婦
と
な
っ
た
今
は
、

梅
酒
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
、
煮
梅
、
梅

干
と
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
て
、
6
月
か

ら
梅う
め
ざ
ん
ま
い

三
昧
で
す
。

地
域
で
も
親
が
や
っ
て
く
れ
て
い
た

役
が
私
達
嫁
世
代
に
受
け
継
が

れ
、
茶
話
会
や
会
議
の
席
で
い
た
だ
く
手

料
理
や
漬
物
は
プ
ロ
顔
負
け
。
実
母
は
40

年
前
、
姑
も
5
年
前
に
他
界
し
て
し
ま
い

淋さ
び

し
い
限
り
で
す
が
、
親
切
に
レ
シ
ピ
を

教
え
て
く
だ
さ
る
母
親
代
わ
り
の
皆
さ
ん

の
存
在
に
感
謝
い
っ
ぱ
い
甘
え
て
い
ま

す
。親
世
代
の
味
を
自
分
に
定
着
さ
せ
て
、

次
世
代
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
は
新
た
に
塩
を
使
わ
な
い
酢
漬

け
も
教
わ
り
ま
し
た
。
シ
ソ
も
酢
で
も
む

の
で
高
血
圧
か
ら
疲
労
回
復
、
肥
満
の
予

防
、
解
消
、
血
液
サ
ラ
サ
ラ
効
果
も
望
め
、

優
れ
も
の
で
す
ね
。
筍
た
け
の
こに
は
じ
ま
り
梅
の

季
節
が
済す

み
、
夏
野
菜
豊
富
な
季
節
を
迎

え
ま
す
。
健
康
長
寿
の
安
曇
野
を
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
幸
せ
の

裏
側
で
「
隣
は
何
を
す
る

人
ぞ
」
と
無
関
心
な
都
会
化
現
象
も
見
ら

れ
、
こ
の
安
曇
野
で
も
悲
し
い
事
件
が
起

き
始
め
て
い
ま
す
。
相
談
も
で
き
ず
一
人

で
思
い
悩
み
、
追
い
つ
め
ら
れ
る
市
民
が

一
人
で
も
減
り
ま
す
よ
う
に
、
地
域
住
民

が
心
お
き
な
く
話
せ
る
場
を
作
り
、
助
け

合
い
支
え
合
え
る
市
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

行
政
や
議
会
の
皆
さ
ま
に
期
待
し
ま
す
。

旬し
ゅ
んの
産
物
を
大
切
に
生
か
そ
う

安曇野市議会だより

編  集  後  記

第 43号

http://www.city.azumino.nagano.jp/site/gikai/
E-mail:gikai@city.azumino.nagano.jp

〒 399-8281　長野県安曇野市豊科 6000 番地

平成 28年 8月 3日発行

◆熱い、暑い、甲子園の夏。初めて本市で
長野県大会の抽選会が行われた。球児のハ
ツラツとしたプレイは一服の清涼剤。「議会
だより」の届く頃は県代表も決まり、甲子
園での大活躍をお祈りします。納涼祭も熱
い、熱いお祭りに！　　　　　　  平林　明

◆市消防団ポンプ操法大会、見事な豊科第
４分団の操法。ぴったりきまったホースや
きびきびした団員の動きに思わず息をのみ
ました。消防団員の皆さんの日頃の労苦に

報いる議会でありたいと、またも強く思った次第です。   　井出 勝正

議会広報特別委員会
　委 員 長　竹内秀太郎
　副委員長　林　　孝彦

委員　坂内不二男　井出 勝正　一志信一郎　藤原 正三
　　　中村今朝子　平林 　明　猪狩久美子　小林 純子

発行　長野県安曇野市議会
編集　議会広報特別委員会
印刷　有限会社安曇印刷

気軽にご意見をお聞かせください

古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

議会からのお知らせ
・公職選挙法に基づき議員の寄
　附行為の禁止を徹底します
地域行事、祭りなどへの寄附や差し入
れ、開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞
い（親族以外）、中元、歳暮、入学・
卒業祝い、代理出席の場合の結婚祝い・
香典など、議員が寄附行為をすること
は禁止です。

TEL 0263-71-2000（市役所代表）

TEL 0263-71-2156（議会事務局）

FAX 0263-71-2150（議会事務局）

平成 28 年安曇野市議会9月定例会は8月23日（火）～9月16日（金）
頃を予定。皆さんの傍聴をお待ちしています。なお、議会ホームページでは
本会議のライブ配信も実施します！ぜひご覧ください。

請願・陳情の締切は8月15日（月）です。それ以降の提出は次の定例会
での審議になりますのでご注意ください。

議会傍聴へ
ようこそ！

あやめ公園（明科）

『寄附行為　しない、させない、求めない』

　　　　　　　　平成 28年（2016 年）7月 1日現在　※（　）内は対前月比

人口 98,261 人（－1）／男 47,666 人（＋ 1）／女 50,595 人（－2）／世帯 38,775 世帯（＋ 57）

人口と世帯


